







































































































クラス」という授業枠の中に設置されている 2。2010年春学期の場合は、週 2日 3コマ（1


















考えられるように活動をデザインした。2010年春学期は、課題 1「自己紹介（4月 7～ 8
日）」、課題 2「私の好きなこと・私の趣味（4月 14日～ 28日）」、課題 3「私が日本に来

















































テーマ 3－ 1 母語が違う人同士が日本語で話しているときのトラブルの事例分析
















































  （1） 教師は、自らの教室デザインを明確に持ち、しかも動態的な教室活動を学習者とともに作り
上げること（教師主体）。
  （2） 確定した語彙・文型等の知識伝授を目的とせず、クラス内の相互関係による「今ここ性」に
基づくコミュニケーション実践として教室を機能させること（学習者主体）。
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